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－２－

阿久根市政施行の昭和27年４月に「阿久根市廣報」（現在「広報あくね」）の

第１号は発行され、見出しには「市制の喜びに明けた阿久根　決意を新たに発

展に邁進！！」（写真）と書かれており、当時の市制施行の喜びを伺い知るこ

とができます。

それから約50年の年月を経て、今月「広報あくね」は記念すべき700号を迎

えました。

また、今年の４月は、阿久根市と三笠町とが合併して、ちょうど50年の節目

でもありました。

そこで今月号は、「広報あくね」700号の歩みと題し、第１章：「広報あくね」

で見る阿久根の動き　第２章：広報写真でみる阿久根　今昔写真館　第３章：

阿久根市・三笠町合併50周年記念の３部構成で特集します。

市
政
施
行
と
同
時
に

「
広
報
あ
く
ね
」
は
誕
生
し
た

特集「広報あくね」700号の歩み



︵

︶
は
発
行
年
月

１
号
︵
昭
和
27
年
４
月
︶

阿
久
根
市
政
施
行

52
号
︵
29
年
９
月
︶

阿
久
根
の
文
旦
漬
が

全
国
菓
子
博
覧
会
で
１
位

57
号
︵
29
年
12
月
︶

市
街
地
の
町
名
決
定

66
号
︵
30
年
４
月
︶

三
笠
町
と
の
合
併
︵
人
口
４
万
１
千
人
︶

162
号
︵
35
年
８
月
︶

港
橋
完
成

201
号
︵
38
年
12
月
︶

阿
久
根
新
港
建
設
工
事
始
ま
る

211
号
︵
39
年
10
月
︶

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
奉
迎

224
号
︵
40
年
10
月
︶

﹁
特
急
は
や
ぶ
さ
﹂
阿
久
根
駅
に
停
車

264
号
︵
44
年
２
月
︶

黒
之
瀬
戸
架
橋
着
工
決
ま
る

266
号
︵
44
年
４
月
︶

高
松
川
防
災
ダ
ム
完
成

295
号
︵
46
年
８
月
︶

集
中
豪
雨
阿
久
根
を
痛
撃

301
号
︵
47
年
２
月
︶

市
の
木
に
﹁
ボ
ン
タ
ン
﹂
決
ま
る

328
号
︵
49
年
５
月
︶

黒
之
瀬
戸
大
橋
開
通

329
号
︵
49
年
６
月
︶

﹁
国
民
宿
舎
あ
く
ね
﹂
オ
ー
プ
ン

370
号
︵
52
年
11
月
︶

秋
晴
れ
に
初
の
市
民
運
動
会

371
号
︵
52
年
12
月
︶

市
庁
舎
建
設
始
ま
る

377
号
︵
53
年
６
月
︶

鶴
見
地
区
の
都
市
計
画
着
工

380
号
︵
53
年
９
月
︶

新
し
い
市
庁
舎
で
き
る

409
号
︵
56
年
２
月
︶

上
野
都
市
下
水
路
事
業
始
ま
る

425
号
︵
57
年
６
月
︶

市
制
施
行
30
周
年

468
号
︵
61
年
１
月
︶

総
合
運
動
公
園
整
備
開
始

481
号
︵
62
年
２
月
︶

﹁
全
国
に
届
け
阿
久
根
の
イ
ワ
シ
﹂

宅
配
便
が
大
好
評

490
号
︵
62
年
11
月
︶

脇
本
バ
イ
パ
ス
全
線
開
通

513
号
︵
平
成
元
年
10
月
︶

阿
久
根
市
民
病
院
ス
タ
ー
ト

525
号
︵
２
年
10
月
︶

﹁
黒
之
瀬
戸
大
橋
﹂
14
年
早
い
無
料
化

534
号
︵
３
年
７
月
︶

第
３
次
阿
久
根
市
総
合
開
発
計
画
策
定

542
号
︵
４
年
３
月
︶

県
道
阿
久
根
東
郷
線
が
本
格
着
工

545
号
︵
４
年
５
月
︶

市
制
施
行
40
周
年
記
念
式
典

570
号
︵
６
年
７
月
︶

待
望
の
総
合
体
育
館
完
成

584
号
︵
７
年
９
月
︶

横
座
ト
ン
ネ
ル
が
貫
通

591
号
︵
８
年
３
月
︶

大
川
に
﹁
道
の
駅
﹂
が
オ
ー
プ
ン

595
号
︵
８
年
７
月
︶

葬
祭
場
﹁
佛
石
の
里
﹂
落
成

603
号
︵
９
年
４
月
︶

震
度
５
強
の
地
震
が
阿
久
根
を
襲
う
Z

625
号
︵
11
年
２
月
︶

県
道
阿
久
根
東
郷
線
﹁
鷹
首
大
橋
﹂

﹁
田
代
大
橋
﹂
が
開
通

633
号
︵
11
年
10
月
︶

台
風
18
号
襲
来
！
市
民
生
活
を
直
撃

第
１
回
Ａ
ｋ
ｕ
ｎ
ｅ
洋
画
展
開
催

636
号
︵
12
年
１
月
︶

第
４
次
阿
久
根
市
総
合
開
発
計
画
策
定

653
号
︵
13
年
６
月
︶

阿
久
根
大
島

﹁
日
本
の
水
浴
場
88
選
﹂
に
選
定

664
号
︵
14
年
５
月
︶

番
所
丘
公
園
全
面
オ
ー
プ
ン

665
号
︵
14
年
６
月
︶

市
制
施
行
50
周
年

669
号
︵
14
年
10
月
︶

第
56
回
県
民
体
育
大
会
が
開
催
さ
れ
る

︵
本
市
の
総
合
運
動
公
園
が
メ
イ
ン
会

場
︶

675
号
︵
15
年
４
月
︶

阿
久
根
市
防
災
行
政
無
線
開
局

687
号
︵
16
年
４
月
︶

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
発
進
！

692
号
︵
16
年
９
月
︶

第
15
代
市
長
に
斉
藤
洋
三
氏
再
選

695
号
︵
17
年
１
月
︶

﹁
ア
ク
ネ
　
う
ま
い
ネ
　
自
然
だ
ネ

特
区
﹂
が
認
定

－３－

特集「広報あくね」700号の歩み

第 １ 章
「広報あくね」で見る
阿久根の動き



－４－

昭和36年　商店街アーチ（本町）

昭和40年　阿久根漁港を望む

昭和46年　黒之瀬戸大橋工事

昭和38年　大川橋工事

第 ２ 章
広報写真で見る
阿久根　今昔写真館

[

[

[

特集「広報あくね」700号の歩み



－５－

昭和27年　中央公園から望む（左上は阿久根小学校のアコウの木）

昭和33年　稲の苗床の様子（尻無地区）昭和37年　就職生壮行会昭和38年　潟地区を走るＳＬ

大川島海水浴場で遊ぶ子供たち

昭和40年代　多くの人が利用した
黒之瀬戸フェリー

昭和43年　ビーチパラソルが並ぶ
阿久根大島

昭和46年　記録的な大雨で浸水した
市街地

昭和40年　佐潟海岸でのワカメ採り 昭和38年　田車で稲の成長促進
と除草を行う様子

特集「広報あくね」700号の歩み



４
月
９
日
、
阿
久
根
市
・
三
笠
町
合
併
50

周
年
記
念
式
典
が
脇
本
地
区
公
民
館
で
、
地

域
住
民
や
旧
三
笠
町
職
員
Ｏ
Ｂ
ら
約
120
人
が

出
席
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
斉
藤
市
長
が
﹁
当
時
の
方
々
が

合
併
に
際
し
、
ご
苦
労
さ
れ
た
か
は
、
平
成

の
大
合
併
の
荒
波
を
経
験
し
た
我
々
も
理
解

す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
感
謝
と
敬
意
を
表
す

る
と
と
も
に
、
現
代
の
我
々
は
、
直
面
す
る

厳
し
い
課
題
を
市
民
の
皆
様
と
一
緒
に
な
っ

て
乗
り
越
え
、
明
日
の
阿
久
根
市
の
進
む
べ

き
道
を
開
い
て
行
く
こ
と
こ
そ
、
現
代
に
生

き
る
も
の
の
責
務
で
あ
る
と
存
じ
ま
す
﹂
と

式
辞
を
述
べ
た
ほ
か
、
合
併
に
際
し
尽
力
さ

れ
た
元
三
笠
町
助
役
の
江
良
英
千
代
氏
と
元

三
笠
町
議
会
議
員
の
大
漉
太
門
氏
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
行
わ
れ
た
﹁
合
併
当
時
を
振
り

返
っ
て
﹂
と
題
し
た
記
念
講
演
で
は
、
江
良

英
千
代
氏
が
﹁
三
笠
町
は
当
初
、
当
時
の
江

内
村
と
の
合
併
を
模
索
し
ま
し
た
が
う
ま
く

い
か
ず
、
そ
の
後
阿
久
根
市
と
の
合
併
を
推

進
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
当
時
の
阿
久
根
市

は
健
全
財
政
で
あ
っ
た
た
め
、
三
笠
町
と
の

合
併
に
反
対
す
る
住
民
も
多
く
、
理
解
を
得

る
の
に
苦
労
し
ま
し
た
。
ま
た
、
合
併
当
初

は
住
民
同
士
に
違
和
感
が
あ
っ
た
よ
う
に
感

じ
て
お
り
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
同
じ
市
民

と
し
て
一
体
感
が
で
き
て
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
は
、
合
併
を
推
進
し
た
当
事
者
と
し
て
大

き
な
喜
び
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
今
後
の
阿

久
根
市
の
更
な
る
発
展
を
願
っ
て
い
ま
す
﹂

と
講
演
さ
れ
、
出
席
者
か
ら
は
大
き
な
拍
手

を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

－６－

特集「広報あくね」700号の歩み

第 ３ 章
阿久根市・三笠町
合併50周年記念

合併当時を回顧し講演される江良英千代氏

合併し人口４万１千人の新たな阿久根市発足を伝える
阿久根市広報（昭和30年４月20日号　第66号）



議
長
︵
宮
原
英
男
君
︶

そ
れ
で
は
、
日
程
第
１
、
議
案
第
８
号

を
上
程
い
た
し
ま
す
。
本
議
案
の
趣
旨
に

つ
き
ま
し
て
は
あ
ら
か
じ
め
承
知
の
と
お

り
で
あ
り
ま
す
の
で
、
質
問
を
打
切
り
ご

意
見
の
ご
発
表
を
お
願
い
い
た
し
た
い
と

思
い
ま
す
が
ご
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

︵﹁
異
議
な
し
﹂
と
呼
ぶ
者
あ
り
︶

そ
れ
で
は
質
問
を
打
ち
切
り
ご
意
見
の

ご
発
表
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

13
番
︵
浜
上
信
久
君
︶

三
笠
町
を
廃
止
し
阿
久
根
市
に
編
入
す

る
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
合
併
推
進
法

の
精
神
を
く
み
合
併
を
い
た
し
ま
す
こ
と

が
住
民
の
福
祉
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ

り
ま
す
の
で
賛
成
い
た
し
ま
す
が
、
法
の

建
て
前
か
ら
い
た
し
ま
し
て
合
併
す
る
こ

と
が
将
来
性
が
あ
り
ま
す
し
、
合
併
を
し

な
い
と
い
う
こ
と
は
大
勢
に
順
応
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
見
地
か
ら
い
た
し

ま
し
て
、
三
笠
町
の
将
来
に
不
利
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
。
又
現
在
の

状
態
は
合
併
に
好
ま
し
い
状
態
で
あ
る
と

い
う
こ
と
。
こ
と
に
三
笠
町
と
阿
久
根
市

は
現
在
最
も
好
ま
し
い
状
態
に
あ
る
と
思

い
ま
す
。
阿
久
根
市
は
本
日
全
会
一
致
で

三
笠
町
と
の
合
併
を
決
議
し
て
お
り
ま
す

し
、
三
笠
町
も
か
く
す
る
こ
と
が
住
民
の

優
遇
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
以
上
の
三
点

よ
り
、
本
議
案
に
賛
成
い
た
し
ま
す
。

15
番
︵
竹
原
勇
君
︶

同
感

８
番
︵
向
太
郎
君
︶

賛
成

２
番
︵
平
石
正
美
君
︶

全
く
同
感
で
あ
り
ま
す
が
、
私
は
こ
れ

に
加
え
ま
す
る
に
今
日
こ
の
段
階
に
ま
い

り
ま
す
ま
で
に
は
、
紆
余
曲
折
が
あ
り
ま

し
た
が
こ
れ
は
状
況
ま
こ
と
に
や
む
を
得

な
い
も
の
と
思
い
ま
す
。
変
則
的
な
合
併

で
あ
り
ま
し
た
の
で
、
本
件
の
事
務
上
の

処
理
に
は
困
難
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
今

後
の
行
き
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
合
併
促

進
協
議
会
の
審
議
に
当
た
り
ま
し
て
、
村

が
小
さ
い
か
ら
と
い
っ
て
卑
屈
に
な
ら

ず
、
慎
重
に
審
議
し
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。
合
併
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
三
笠

町
だ
け
で
な
く
阿
久
根
市
も
ま
た
三
笠
町

を
合
併
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
の
水
準
か

ら
申
し
ま
す
な
ら
ば
、
弱
小
市
で
あ
り
ま

す
の
が
救
済
さ
れ
る
の
で
あ
り
ま
し
て
、

そ
の
利
害
得
失
は
相
半
ば
す
る
と
思
い
ま

す
。
本
町
が
、
な
に
も
財
政
上
の
行
き
詰

ま
り
か
ら
合
併
す
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
そ
の
利
害
は
対
等
に
置
か
れ
る
も

の
と
思
い
ま
す
。
こ
の
考
え
を
基
礎
に
い

た
し
ま
し
て
本
案
に
賛
成
い
た
し
ま
す
。

︵
同
感
の
声
あ
り
︶

３
番
︵
石
崎
高
志
君
︶

本
案
を
拍
手
を
も
っ
て
可
決
し
よ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

︵﹁
異
議
な
し
﹂
と
呼
ぶ
者
あ
り
︶

議
長
︵
宮
原
英
男
君
︶

反
対
意
見
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

︵﹁
異
議
な
し
﹂
と
呼
ぶ
者
あ
り
︶

議
長
︵
宮
原
英
男
君
︶

な
け
れ
ば
裁
決
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
案
第
８
号
、
鹿
児
島
県
出
水
郡
三
笠

町
を
廃
止
、
阿
久
根
市
に
編
入
す
る
こ
と

に
つ
い
て
は
原
案
ど
お
り
決
す
る
に
ご
異

議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

︵﹁
異
議
な
し
﹂
と
呼
ぶ
者
あ
り
︶

議
長
︵
宮
原
英
男
君
︶

ご
異
議
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
原
案
ど

お
り
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

︵
拍
手
︶

－７－

三笠町最後の三役と職員（三笠町役場前にて）

阿
久
根
市
と
の
合
併
を
議
決
し
た
昭
和
30
年
３
月
15
日
の
三
笠
町
議
会
議
事
録
を

抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

昭昭
和和
3300
年年
３３
月月
1155
日日

三三
笠笠
町町
議議
会会
議議
事事
録録
抜抜
粋粋

特集「広報あくね」700号の歩み



５
月
２
日
、
平
成
17
年
度
区
長
会
、

衛
生
自
治
会
お
よ
び
防
犯
組
合
の
総

会
が
、
市
民
会
館
第
１
会
議
室
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
に
は
、
日
頃
か
ら
市
民
と
行

政
を
つ
な
ぐ
大
切
な
パ
イ
プ
役
と
し

て
地
域
で
頑
張
っ
て
い
た
だ
い
て
い

る
区
長
の
皆
さ
ん
が
出
席
さ
れ
、
今

年
度
の
役
員
体
制
や
事
業
計
画
、
予

算
な
ど
に
つ
い
て
協
議
が
な
さ
れ
、

区
長
会
長
に
黒
之
上
区
長
の
小
田
正

美
氏
が
、
衛
生
自
治
会
長
に
は
、

脇
本
浜
区
長
の
中
村
正
人
氏
が
そ
れ

ぞ
れ
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
そ

の
後
行
わ
れ
た
市
の
執
行
部
を
交
え

た
意
見
交
換
会
で
は
、
様
々
な
意
見

や
要
望
が
出
さ
れ
る
な
ど
活
発
に
意

見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
今
年
度
の
各
区
区
長
は
次

の
と
お
り
で
す
。
１
年
間
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

－８－

・消防団の再編問題について

・側溝の維持管理について

・鶴翔高校通学路の拡幅問題について

・公共施設における水道料金について

・小学校の統廃合問題について

・折多地区駐在所の移転地について

平平
成成
1177
年年
度度
区区
長長
会会
総総
会会

区　名 氏　　　名 区　名 氏　　　名 区　名 氏　　　名

波 留

高 松

新 町

町

浜

上 野

大 丸

倉 津

潟

遠 見 ケ 岡

中 村

浦

牧 内

東 牧 内

寺 山

段

大 尾

栫

羽 田

桑 原 城 上

桑 原 城 下

宮 原

横 手

萇 野

長 谷

木 佐 木 野

尾 原

米 次

田 代 中

田 代 下

遠 矢

馬 場

尾 崎

弓 木 野

牟 田

永 田 上

永 田 下

折 口 東

大 林

内 田

大 下

丸 内

陳 之 尾

佐 潟

高 之 口

飛 松

枦

落

大 川 島

馬 見 塚

牛 之 浜

仲 仁 田

中 屋 敷

的 場

川 畑 中

尻 無 上

尻 無 中

尻 無 下

脇 本 馬 場

脇 本 浜

下 村

上 原

筒 田

桐 野 上

桐 野 下

大 渕 川

瀬 之 浦 上

瀬 之 浦 下

古 里

槝 之 浦 東

槝 之 浦 西

深 田

黒 之 浜

大 谷

黒 之 上

大 漉

小 漉

松 ケ 根

八 郷

大　毛　健一郎

平 川 則 満

山 下 　 忠

遠 矢 紀 夫

浜 崎 　 雅

大 田 哲 馬

竹之内　満　盛

k　田　健　二

徳 留 千 早

猿 楽 辰 美

新 坂 典 久

平 忍

牧 内 捷 男

馬見塚　廣　海

古 賀 　 亢

小 田 利 雄

大 尾 幸 男

栫 　 末 彦

東 　 泰 久

福 永 泰 三

冨 吉 昭 一

宮 原 　 渉

中 園 　 学

坂 上 誠 一

高 原 　 茂

徳 田 次 則

中 野 　 茂

田　原　富士夫

日当瀬　和　夫

木 下 　 勝

麓 　 純 雄

奥 　 利 富

有 田 房 夫

前 田 　 司

吉 田 　 勉

釣 井 英 雄

川 俣 重 味

山 口 勝 彦

中 村 信 吉

寺 園 達 雄

中 平 一 雄

田 中 重 雄

黒 蕨 郁 則

猿 楽 勝 一

北 川 正 史

尾 上 知 止

吉 野 文 吉

落 　 秀 喜

桑 原 秀 敏

藤 園 重 美

松 永 英 雄

的 場 　 計

奥 平 勝 美

的 場 博 美

花 田 房 義

寺　地　九州男

寺 地 兼 末

野　h　武　男

宇 都 末 男

中 村 正 人

松　h　勝　雄

永 野 満 紀

山 口 幸 成

野 畑 　 直

大川内　實　志

園 田 義 美

京 田 哲 雄

松 木 明 美

瀬野浦　廣　海

跡 上 岩 市

槝之浦　國　光

永 井 秀 雄

福 留 一 誠

早 水 利 徳

小 田 正 美

大 漉 一 志

山 平 　 勝

中 川 　 勝

竹 原 幸 佑

※敬称略

行政トピックス

意見交換会での主な意見･要望



平
成
17
年
度
の
阿
久
根
市
消
防
団
新
入
団

員
訓
練
が
４
月
10
日
、
市
民
会
館
前
広
場
で

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
31
人
の
新
入
団
員
に
辞
令
が

交
付
さ
れ
た
後
、
新
入
団
員
は
消
防
署
員
か

ら
消
防
団
員
と
し
て
の
心
構
え
や
規
律
訓

練
、
消
防
器
具
の
取
り
扱
い
な
ど
の
指
導
を

受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
普
通
救
命
講
習
会
も

行
わ
れ
、
市
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る
べ
き

消
防
団
員
と
し
て
の
基
本
を
み
っ
ち
り
教
え

ら
れ
、
新
入
団
員
の
皆
さ
ん
は
、
い
ざ
と
い

う
時
に
備
え
真
剣
な
表
情
で
訓
練
に
臨
ん
で

い
ま
し
た
。

訓
練
に
参
加
し
た
瀬
戸
口
誠
団
員
︵
三
笠

分
団
︶
は
﹁
今
日
の
訓
練
で
、
消
防
団
に
入

団
し
た
実
感
が
わ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は

消
防
団
員
と
し
て
、
市
民
の
生
命
と
財
産
を

守
る
た
め
に
頑
張
り
た
い
で
す
﹂
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

※
敬
称
略

◇
消
防
団
本
部

新
留
秀
雄
︵
団
長
︶

神
田
龍
太
郎
︵
副
団

長
︶

中
村
主
税
︵
同
︶

◇
分
団
長
　
　
　
　
　
︵

︶
内
は
分
団
名

牛
之
濱
一
男
︵
中
央
︶
梶
尾
哲
也
︵
三
笠
︶

花
田
悟
︵
大
川
︶
坂
上
鉄
夫
︵
鶴
川
内
︶
釣

井
博
文
︵
折
口
︶
宇
都
義
文
︵
西
目
︶
冨
吉

俊
文
︵
佐
潟
︶
松
永
新
市
︵
牛
之
浜
︶
大
田

豊
茂
︵
尻
無
︶
倉
村
和
広
︵
山
下
︶
白
肌
正

︵
弓
木
野
︶
若
松
義
徳
︵
尾
崎
︶
太
田
剛

︵
赤
瀬
川
︶
中
原
成
人
︵
田
代
︶
上
鶴
伸
一

︵
桑
原
城
︶
貴
島
裕
一
︵
多
田
︶
尾
上
明
弘

︵
古
里
︶
馬
場
新
一
︵
瀬
之
浦
︶
茶
縁
真
一

郎
︵
桐
野
︶
早
水
久
博
︵
黒
之
浜
︶
石
原
勇

一
郎
︵
黒
之
瀬
戸
︶

－９－

阿阿
久久
根根
市市
消消
防防
団団
新新
入入
団団
員員
訓訓
練練

消防署員から指導を受ける新入団員

平
成
17
年
度
消
防
団
本
部・分
団
長

脇　本　地　区

脇 本 小 学 校

三 笠 中 学 校

脇 本 保 育 園

隼 人 小 学 校

脇 本 地 区 公 民 館

黒 之 浜 漁 村 の 家

瀬 之 浦 児 童 館

折　多　地　区

折 多 小 学 校

折 多 保 育 園

尾　崎　地　区

尾 崎 小 学 校

鶴 川 内 地 区

鶴 川 内 中 学 校

鶴 川 内 小 学 校

鶴 川 内 児 童 館

鶴川内地区集会施設

田　代　地　区

山村開発センター

田 代 小 学 校

田代下地区集会施設

大　川　地　区

大 川 中 学 校

大 川 地 区 公 民 館

牛 之 浜 地 区

牛之浜区集落センター

西　目　地　区

西 目 小 学 校

み な み 保 育 園

西目地区集会施設

山　下　地　区

山 下 小 学 校

阿 久 根 地 区

市 民 会 館

働 く 婦 人 の 家

老人福祉センター

阿 久 根 中 学 校

阿 久 根 小 学 校

阿 久 根 高 校

阿 久 根 農 業 高 校

農村環境改善センター

総 合 体 育 館

Ｂ ＆ Ｇ 体 育 館

赤 瀬 川 児 童 館

梅
雨
時
期
は
、
大
雨
や
長
雨
に
よ
る
洪
水
や
が
け
崩
れ
、
土
石
流
な
ど
の
災
害
が

発
生
し
や
す
く
、
こ
れ
ら
の
災
害
に
対
す
る
十
分
な
注
意
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

次
の
表
は
、
市
内
の
主
要
避
難
場
所
一
覧
で
す
。
お
近
く
の
避
難
所
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

行政トピックス



昨
年
10
月
か
ら
休
診
し
て
い
ま
し
た
阿
久

根
市
国
民
健
康
保
険
大
川
診
療
所
︵
大
川
診

療
所
︶
に
、
柳
生
あ
け
み
先
生
が
着
任
し
、

４
月
11
日
か
ら
診
療
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
診
療
再
開
を
前
に
、
４
月
８
日
に

は
、
大
川
中
学
校
体
育
館
で
校
区
主
催
の
歓

迎
式
も
開
催
さ
れ
、
大
勢
の
地
区
民
ら
が
出

席
し
、
柳
生
先
生
の
着
任
と
診
療
再
開
を
喜

び
ま
し
た
。

診
療
再
開
に
向
け
て
、
本
市
で
は
レ
ン
ト

ゲ
ン
室
や
診
察
室
の
改
修
工
事
を
行
っ
て
参

り
ま
し
た
が
、
今
後
も
医
療
機
器
な
ど
の
整

備
な
ど
を
図
り
、
地
域
医
療
の
一
層
の
充
実

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、
大
川
診
療
所
の
診
療
科
目
、
診
療

時
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。

鹿
児
島
県
で
は
、
平
成
17
年
度
か
ら
森
林

環
境
税
を
導
入
し
ま
し
た
。

森
林
環
境
税
と
は
、
森
林
環
境
の
保
全
お

よ
び
森
林
を
す
べ
て
の
県
民
で
守
り
育
て
る

と
い
う
意
識
を
醸
成
す
る
た
め
に
課
す
も
の

で
、
次
の
施
策
の
た
め
な
ど
に
活
用
し
ま

す
。

･
森
林
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
た
め
の
啓

発
活
動

・
学
校
で
の
森
林
・
林
業
教
育
の
支
援

・
森
林
に
親
し
み
、
ふ
れ
あ
う
場
の
確
保
　

・
地
球
温
暖
化
防
止
の
森
林
づ
く
り

・
水
源
か
ん
養
の
森
林
づ
く
り
　

※
問
い
合
わ
せ
先
　
県
総
務
部
税
務
課

1
０
９
９
︵
２
８
６
︶
２
１
１
１

︵
内
線
２
１
９
４
︶

平
成
16
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
、
﹁
住
民

税
均
等
割
の
納
税
義
務
を
負
う
夫
と
生
計
を

一
に
す
る
妻
﹂
に
対
す
る
均
等
割
の
非
課
税

措
置
が
段
階
的
に
廃
止
さ
れ
、
所
得
金
額
が

一
定
金
額
を
超
え
る
妻
に
も
、
平
成
17
年
度

は
２
千
５
百
円
︵
内
訳
　
市
民
税
千
５
百
円
、

県
民
税
５
百
円
、
森
林
環
境
税
５
百
円
︶
、

平
成
18
年
度
は
４
千
５
百
円
︵
内
訳
　
市
民

税
３
千
円
、
県
民
税
千
円
、
森
林
環
境
税
５

百
円
︶
の
均
等
割
額
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先
　
税
務
課
　
課
税
係

1
︵
７
３
︶
１
２
１
１
︵
内
線
１
４
４
３
︶

－10－

私は、数年前から、病気を治療する

だけでなく、地域と密接に関わりあう

医療に興味を持ちました。

昨年の夏の甑島での離島診療を通

し、ますますその思いが強くなり、こ

のたび大川診療所に赴任して参りまし

た。

大川地区は、海と山に囲まれた自然

豊かな土地で、大変気に入っています。

今後は、病気を治療するだけではなく、

日頃から地域の皆さんが健康で過ごせ

るよう、リハビリや予防医学にも努め

ていきたいです。

大川診療所長　柳生あけみ医師

¡
診
療
科
目

・
内
科
・
外
科
・
小
児
科

・
リ
ハ
ビ
リ
科

¡
診
療
時
間
︰
︰
９
時
～
17
時

・
午
前
　
診
療

・
午
後
　
往
診
・
健
診

・
月
曜
日
～
金
曜
日

︵
土
・
日
、
祝
日
は
休
診
︶

※
急
患
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

1
︵
７
４
︶
０
０
５
４

森森
林林
環環
境境
税税
にに
つつ
いい
てて

個個
人人
住住
民民
税税
均均
等等
割割
額額
のの

改改
正正
にに
つつ
いい
てて

大大
川川
診診
療療
所所
がが

診診
療療
再再
開開
しし
まま
しし
たた

行政トピックス



水
道
課
で
は
、
市
の
管
理
す
る
水
道
水
が

安
全
で
お
い
し
い
水
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
た
め
、
給
水
栓
︵
蛇
口
︶
お
よ
び
水
源
で

採
水
し
、
水
質
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
皆
様
に
安
心
で
安
全
な
水
道
水
を

供
給
す
る
た
め
に
、
水
質
検
査
体
制
、
水
質

検
査
項
目
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
水
質
検
査
計

画
を
策
定
し
ま
し
た
。

な
お
、
水
質
検
査
計
画
は
水
道
課
お
よ
び

三
笠
支
所
、
大
川
出
張
所
で
閲
覧
で
き
ま

す
。

※
問
い
合
わ
せ
先
　
水
道
課
　
管
理
係

1
︵
７
３
︶
１
２
１
１
︵
１
５
１
１
︶

－11－

■
水
質
検
査
計
画
の
主
な
項
目

・
上
水
道
事
業
の
概
要

・
簡
易
水
道
事
業
の
概
要

・
水
源
の
状
況
お
よ
び
水
質
の
状
況

・
水
質
検
査
体
制
お
よ
び
検
査
方
法

・
水
質
検
査
項
目
と
水
質
検
査
頻
度

・
水
質
検
査
に
お
け
る
採
取
地
点

阿阿
久久
根根
市市
水水
質質

検検
査査
計計
画画
をを
策策

定定
しし
まま
しし
たた

行政評価とは、市役所の行っている仕事が費用に見合う効果を出しているか、無駄な部分はないか

などの視点から仕事を見直したり、改善していく取り組みです。

なお、平成16年度に実施した行政評価の結果につきましては、下表のとおりです。

平成17年３月末現在

※問い合わせ先　行政改革推進室　1（７３）１２１１（内線１６１１）

行政トピックス
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４月10日、弓木野地区の美味しいタケノコをＰＲし、地域活性

化につなげようと、第３回タケノコ祭りが開催され、大勢の買い

物客らで賑わいました。

同地区内の毘沙門天前に設けられた会場では、生タケノコや竹

炭、竹酢など竹に関する品物のほか、弓木野地区で採れた新鮮な

野菜やボンタンなどが展示販売されました。その中で、特に人気

があったのが、地区の方が朝掘りして持ち寄ったタケノコを釜で

ゆでたもの（仕上がりタケノコ）で、新鮮で旬のものとあって飛

ぶように売れていました。

女性自らの意見を活かしたまちづくりを行なおうと平成14年か

ら研修や協議を重ねてきました「阿久根市女性によるまちづくり

検討委員会」が「50の提言」をまとめ、３月24日、斉藤市長に提

出しました。

阿久根市の恒例行事となっている「華の50歳組」にちなみ、

「50」の提言をしたもので、観光、産業、ひとづくり、地域づく

りなどあらゆる分野から女性の視点でのまちづくり提言となって

います。盛永與志惠会長は「今後も住みよいまちづくりに向けた

取り組みを続けていきたいです」と話していました。

４
月
１
日
に
開
校
し
た
鶴
翔
高
校

の
開
校
式
と
入
学
式
が
、
４
月
７
日

同
時
に
行
わ
れ
、
鶴
翔
高
校
の
第
１

期
生
と
し
て
、
総
合
学
科
120
名
、
農

業
科
学
科
40
名
、
食
品
技
術
科
40
名

の
計
200
名
が
入
学
し
ま
し
た
。

式
で
は
、
大
勢
の
保
護
者
や
来
賓
、

学
校
関
係
者
が
見
守
る
中
、
新
入
生

は
真
新
し
い
制
服
に
身
を
包
み
、
緊

張
し
た
面
持
ち
で
入
場
。
そ
の
後
、

県
教
育
委
員
会
福
元
紘
教
育
長
の
開

校
の
式
辞
、
斉
藤
洋
三
市
長
の
開
校

の
祝
辞
に
続
き
、
新
入
生
は
一
人
ひ

と
り
呼
名
さ
れ
た
後
、
永
野
勉
校
長

か
ら
入
学
が
許
可
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
永
野
校
長
は
入
学
の
式
辞

の
中
で
﹃﹁
挑
戦
・
感
動
そ
し
て
愛
﹂

を
ス
ク
ー
ル
モ
ッ
ト
ー
に
、
地
域
か

ら
信
頼
さ
れ
る
学
校
と
し
て
新
し
い

伝
統
を
築
く
気
概
を
持
ち
、
一
人
ひ

と
り
が
夢
の
実
現
の
た
め
に
ベ
ス
ト

を
尽
く
し
て
ほ
し
い
﹄
と
激
励
さ
れ

ま
し
た
。
続
い
て
、
新
入
生
代
表
の

猿
渡
嵩
之
く
ん
は
﹁
鶴
翔
高
校
の
伝

統
は
自
分
た
ち
の
手
で
築
い
て
い
く

と
い
う
自
信
と
誇
り
を
持
ち
、
常
に

ベ
ス
ト
を
尽
く
し
ま
す
﹂
と
誓
い
ま

し
た
。
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旧暦の３月10日にあたる４月18日（地区によっては、その前後

の休日に開催）、航海安全と大漁を祈る本市の伝統行事「３月10

日祭り」が市内各地で開催されました。北さつま漁協黒之浜支所

では、４月17日、20隻の漁船が大漁旗をなびかせ勇壮にパレード

し、見物に訪れた大勢の人からは大きな歓声があがっていました。

また、４月24日に牛之浜集落センターで行われた牛之浜区の「３

月10日祭り」では、それぞれが持ち寄った弁当を食べながら、地

区の方の踊りや歌などの多彩な芸能を楽しみました。

西田一治氏（阿久根市社会福祉協議会会長）が、昭和58

年から現在までの21年という永きにわたる民生委員児童委

員としての功績に対し、厚生労働大臣の特別表彰を受けら

れ、５月２日、市役所で斉藤市長から表彰状が伝達されま

した。

特別表彰を受けた西田氏は「今回の表彰は名誉なことで

大変うれしく思っています。この表彰を励みに、今後も社

会福祉の向上とみんなが安心して暮らせる地域づくりのた

めに尽力して参りたいです」と話していました。

４月13日の早朝、鶴川内小学校の児童らが春の全国交通

安全運動期間中に、広域農道の鶴川内郵便局前で道行くド

ライバーに交通安全の願いを込めて、自分たちで書いた手

紙と地元特産のタケノコを手渡しました。

児童たちは停車したドライバーに「安全運転をよろしく

お願いします」と元気よく声をかけ、交通安全を呼びかけ

ました。参加した児童は「車を運転する時は、安全運転で

絶対に交通事故を起こさないようにしてほしいです」と話

していました。

４月29日、尻無下老人クラブ（大田常市会長）が、肥薩

おれんじ鉄道1の嶋津社長から、昨年12月に地区内の線路

沿いをボランティア清掃したことに対し感謝状が贈呈さ

れ、大田会長は「これからも地域の活性化と美しい集落づ

くりをみんなで進めていきたい」と話していました。

肥薩おれんじ鉄道!では、様々な会員特典付きの「肥薩

おれんじ鉄道友の会」の会員を募集しています。

※問い合わせ・申し込み先　

肥薩おれんじ鉄道!総務課1０９６５－３２－５７６８



阿
久
根
市
の
観
光
・
特
産
品
の
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
や
市
の
行
事
、
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
な

ど
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
や
サ
ポ
ー
ト
を
務
め
る

女
性
３
名
を
募
集
し
ま
す
。

◇
応
募
資
格

阿
久
根
市
在
住
ま
た
は
在
勤
の
18
歳
以
上

の
未
婚
女
性
︵
高
校
生
は
除
く
︶

◇
応
募
方
法

所
定
の
応
募
用
紙
︵
新
聞
折
込
用
紙
ま
た

は
阿
久
根
商
工
会
議
所
で
配
布
︶
に
写
真
１

枚
を
添
え
て
、
応
募
宛
先
ま
で
持
参
か
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。

◇
応
募
締
切
　
５
月
31
日
c
︵
必
着
︶

※
問
い
合
わ
せ
・
応
募
宛
先

〒
８
９
９
︱
１
６
２
４

阿
久
根
市
大
丸
町
16
番
地

阿
久
根
商
工
会
議
所
内

﹁
シ
ー
ク
ィ
ー
ン
阿
久
根
﹂
事
務
局

1
︵
７
２
︶
１
１
８
５

7
阿
久
根
市
美
し
い
海
の
ま
ち
づ
く
り
公

社
で
は
、
脇
本
、
大
川
島
、
大
島
海
水
浴
場

の
ア
ル
バ
イ
ト
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◇
応
募
資
格
　
18
歳
以
上

◇
募
集
人
数
　
若
干
名

◇
申
込
締
切
　
６
月
24
日
f

※
申
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

&
阿
久
根
市
美
し
い
海
の
ま
ち
づ
く
り
公
社

1
︵
７
２
︶
１
７
５
５

全
国
戦
没
者
追
悼
式
に
参
列
す
る
遺
族
の

方
を
募
集
し
ま
す
。
参
列
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
次
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
対
象

戦
没
者
お
よ
び
一
般
戦
災
者
の
配
偶
者
な

ら
び
に
三
親
等
以
内
の
遺
族
の
方

◇
日
時
　
８
月
15
日
b

◇
場
所
　
日
本
武
道
館

◇
申
込
締
切
　
６
月
１
日
d

※
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

生
き
が
い
対
策
課
　
福
祉
係

1
︵
７
３
︶
１
２
１
１
︵
内
線
１
４
３
５
︶

５
月
16
日
か
ら
22
日
ま
で
は
春
季
行
政
相

談
強
化
週
間
で
す
。

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
役
所
な
ど
が
行

っ
て
い
る
仕
事
に
対
す
る
疑
問
や
要
望
お
よ

び
相
談
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
の
よ
う

な
と
き
は
、
総
務
省
の
﹁
行
政
相
談
員
﹂
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
期
間
中
は
、
次
の
と
お
り
行
政
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。

◇
日
時
　
５
月
17
日
c

９
時
～
正
午
　

◇
場
所
　
市
民
会
館
第
７
会
議
室

◇
本
市
の
行
政
相
談
員

飯
尾
寛
治
さ
ん
︵
上
野
区
︶

人
権
に
関
し
て
無
料
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◇
日
時
　
６
月
１
日
d

10
時
～
15
時

◇
場
所
　
市
民
会
館
第
１
会
議
室

◇
日
時
　
６
月
３
日
f

10
時
～
12
時
、
13
時
～
15
時

◇
場
所
　
市
役
所
１
階
税
務
相
談
室

出
水
郡
歯
科
医
師
会
で
は
、
６
月
４
日
か

ら
の
﹁
歯
の
衛
生
週
間
行
事
﹂
と
し
て
、
次

の
と
お
り
歯
科
検
診
お
よ
び
無
料
相
談
を
実

施
し
ま
す
。

◇
日
時
　
６
月
４
日
g

14
時
～
16
時

◇
場
所
　
プ
ラ
ッ
セ
だ
い
わ
出
水
店

※
問
い
合
わ
せ
先

出
水
郡
歯
科
医
師
会
事
務
局

1
︵
６
２
︶
０
６
０
１

県
児
童
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
巡
回

療
育
相
談
︵
18
歳
以
下
優
先
︶
が
次
の
と
お

り
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
相
談
を
希
望
さ
れ

る
方
は
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
日
時

６
月
14
日
c

◇
場
所
　
阿
久
根
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

生
き
が
い
対
策
課
　
福
祉
係

1
︵
７
３
︶
１
２
１
１
︵
内
線
１
４
３
６
︶

女
性
の
こ
こ
ろ
や
身
体
・
子
育
て
に
関
す

る
問
題
な
ど
を
専
門
の
女
性
相
談
員
が
あ
な

た
と
共
に
考
え
ま
す
。︵
秘
密
厳
守
し
ま
す
。︶

◇
日
時
　
６
月
21
日
c

◇
場
所
　
働
く
婦
人
の
家

◇
申
し
込
み
方
法
　

相
談
希
望
者
は
、
６
月
14
日
c
ま
で
に
予

約
が
必
要
で
す
の
で
、
働
く
婦
人
の
家
ま
た

は
企
画
調
整
課
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

な
お
、
予
約
が
な
い
場
合
は
、
相
談
を
お

受
け
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先
　

・
働
く
婦
人
の
家
　
1
︵
７
３
︶
３
７
６
９

・
企
画
調
整
課
　
　
1
︵
７
３
︶
１
２
１
１

︵
内
線
１
２
１
６
︶

家
庭
、
職
場
な
ど
で
の
性
別
に
関
わ
る
悩

み
に
女
性
相
談
員
が
応
じ
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
受
付
時
間
は
、
９
時
か
ら
17
時
で

相
談
は
無
料
で
す
。︵
原
則
、
月
曜
日
休
み
︶

※
相
談
室
電
話
　
０
９
９︵
２
２
１
︶６
６
３
０
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７
月
10
日
A

投
票
日

◇
告
示
日
　
７
月
３
日
a

◇
期
日
前
投
票

７
月
４
日
b~

７
月
９
日
g

◇
立
候
補
予
定
者
説
明
会

・
日
時
　
６
月
15
日
d

13
時
30
分~

・
場
所
　
市
役
所
大
会
議
室
︵
２
階
︶

＊
立
候
補
予
定
者
説
明
会
に
出
席
さ
れ
る
方

は
、
必
ず
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

1
︵
７
３
︶
１
２
１
１
︵
内
線
１
３
４
１
︶

県
で
は
、
行
政
、
農
業
、
土
木
、
化
学
1

の
試
験
区
分
で
職
員
採
用
試
験
︵
上
級
試
験
︶

を
実
施
し
ま
す
。
受
験
申
込
書
は
、
県
庁
１

階
ロ
ビ
ー
、
県
の
合
同
庁
舎
な
ど
で
配
布
し

て
お
り
ま
す
。
郵
送
で
の
請
求
も
で
き
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
受
験
資
格
　
︵
平
成
18
年
３
月
31
日
現
在

の
満
年
齢
︶
22
歳
か
ら
29
歳
ま
で

◇
申
込
期
間
　
５
月
25
日
d
ま
で

◇
試
　
験
　
日
　
６
月
26
日
a

※
問
い
合
わ
せ
先
　
県
人
事
委
員
会
事
務
局

1
０
９
９
︵
２
８
６
︶
３
８
９
３

人
事
院
で
は
、
一
般
官
署
お
よ
び
税
務
署

等
の
初
級
係
員
を
採
用
す
る
た
め
の
試
験
を

実
施
し
ま
す
。
試
験
の
区
分
や
受
験
申
込
用

紙
の
請
求
な
ど
、
詳
し
く
は
次
ま
で
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
受
験
資
格

昭
和
59
年
４
月
２
日
︵
税
務
区
分
は
昭
和

60
年
４
月
２
日
︶
か
ら
昭
和
63
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

◇
申
込
期
間
　
６
月
21
日
c
～
６
月
28
日
c

◇
試
験
日
　
　
９
月
４
日
a

※
問
い
合
わ
せ
先
　
人
事
院
九
州
事
務
局

1
０
９
２
︵
４
３
１
︶
７
７
３
３

http://w
w
w
.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm

５
月
26
日
e
か
ら
５
月
29
日
a
ま
で
、
県

立
博
物
館
が
収
蔵
す
る
﹁
世
界
と
鹿
児
島
の

昆
虫
標
本
﹂
や
﹁
天
然
記
念
物
の
動
物
は
く

製
﹂、﹁
触
れ
て
確
か
め
る
化
石
﹂
な
ど
の
自

然
資
料
約
５
千
６
百
点
が
阿
久
根
市
民
会
館

大
ホ
ー
ル
に
展
示
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
期
間

中
は
﹁
星
空
観
察
会
﹂
や
﹁
郷
土
の
自
然
紹

介
事
業
﹂、﹁
あ
な
た
も
ま
ち
の
学
芸
員
﹂
な

ど
の
自
然
体
験
活
動
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
入
場
お
よ
び
自
然
体
験
活
動
へ
の

参
加
は
無
料
で
す
。
た
だ
し
、﹁
星
空
観
察

会
﹂
お
よ
び
﹁
あ
な
た
も
ま
ち
の
学
芸
員
﹂

は
、事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◇
日
程

・
﹁
展
示
物
﹂

︵
26
日
～
29
日
、
阿
久
根
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
︶

・
﹁
星
空
観
察
会
﹂︵
26
日
、
山
下
小
校
庭
︶

・
﹁
郷
土
の
自
然
紹
介
事
業
﹂

︵
27
日
、
鶴
川
内
中
︶

・
﹁
あ
な
た
も
ま
ち
の
学
芸
員
︵
昆
虫
、
植

物
、
岩
石
、
鳥
類
・
水
生
動
物
︶﹂
活
動

︵
28
日
～
29
日
︶

※
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

1
︵
７
２
︶
１
０
５
１

◇
日
時
　
６
月
７
日
c
・
21
日
c

10
時
～
10
時
30
分

◇
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

農
林
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次
の
と
お

り
10
・
11
月
咲
き
小
ギ
ク
を
販
売
し
ま
す
。

１
人
あ
た
り
の
販
売
本
数
は
120
本
程
度
ま

で
と
し
、
苗
が
な
く
な
り
次
第
、
終
了
し
ま

す
。

◇
販
売
日
　
６
月
14
日
c

９
時
～
14
時

◇
場
所
　
農
林
業
振
興
セ
ン
タ
ー

◇
本
数
　
６
千
本
程
度

◇
単
価
　
１
本
　
20
円

※
問
い
合
わ
せ
先
　
農
林
業
振
興
セ
ン
タ
ー

1
︵
７
３
︶
２
１
９
１

中
小
企
業
に
お
い
て
退
職
金
制
度
を
設
け

た
い
場
合
は
、
安
全
で
有
利
な
国
の
退
職
金

制
度
﹁
中
退
共
制
度
﹂
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

1
０
３
︵
３
４
３
６
︶
０
１
５
１

北
薩
広
域
行
政
組
合
の
事
務
所
が
、
出
水

市
役
所
本
庁
舎
内
か
ら
同
市
役
所
分
庁
舎
に

移
転
し
ま
し
た
。

◇
新
住
所
　
〒
８
９
９
︱
０
２
１
５

出
水
市
武
本
３
１
８
９
番
地
１

◇
新
電
話
番
号

・
庶
務
係
　
　
　
1
︵
６
３
︶
５
８
８
２

・
介
護
保
険
係
　
1
︵
６
３
︶
５
８
８
２

出
水
市
立
病
院
の
整
形
外
科
お
よ
び
産
婦

人
科
で
は
、
増
加
す
る
手
術
症
例
に
対
応
す

る
た
め
、
次
の
と
お
り
外
来
を
週
一
日
休
診

し
ま
す
。

◇
整
形
外
科
　
木
曜
日
休
診

◇
産
婦
人
科
　
水
曜
日
休
診

※
問
い
合
わ
せ
　
出
水
市
立
病
院
庶
務
課

1
︵
６
７
︶
１
６
１
１

次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▽
近
畿
地
区
あ
く
ね
会
様
︵
郷
土
募
金
︶

▽
仮
屋
　
勇
男
様
︵
広
報
送
付
お
礼
︶
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お　知　ら　せ

[
お
知
ら
せ]
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お　知　ら　せ

休日の在宅医さん
５月22日
鶴見医院　　　　1&3０５５３（大　丸）
石澤歯科医院　 1*4４４１１（野田町上名）

５月29日
喜多医院　　　　1&2００３８（大　丸）
黒木胃腸科外科医院　1&5０２００（下　村）
塩山歯科医院　　1^2２６３４（出水市本町）

６月５日
門松医院　　　　1^4６１００（大　丸）
中島歯科医院　　1*2００２０（高尾野町大久保）

６月12日
山田クリニック　1&2０４２０（ 町　）
白男川歯科医院　1^3０００９（出水市向江町）

※休日の診療時間
在宅医　　　各医療機関の平日の診療時間と同じ

です。
歯科在宅医　午前８時～正午

阿久根市民病院健康教室（参加無料）
テーマ「救急法について」
日　時　６月１５日（水）１４時～１５時
場　所　阿久根市民病院４階大ホール
※申し込み・問い合わせ先
阿久根市民病院地域医療連携室　1７３－１３

６８

保
健
セ
ン
タ
ー
の
行
事

結核検診・肺がん検診が始まります！！結核検診・肺がん検診が始まります！！
平成１７年４月に結核予防法が改正されました。これに伴い、

肺がん検診・結核レントゲン検診についても変更があります。

【肺がん検診】

◆６月１５日から７月１日のうち９日間、肺がん検診の対象地

区に検診車が出向き実施します。

◆対象地区は２年に１度、市内全ての地区が対象となるように

計画しています。今年の対象地区は、脇本・折多・赤瀬川地

区・市街地の一部の地区となっています。

【結核検診】

◆７月４日から７月１４日のうち９日間、結核検診を行います。

今年から結核検診の対象年齢が、４０歳以上（平成１８年３

月３１日現在）となりました。

結核検診は、結核予防法に基づき、年に１回の受診が義務づ

けられています。ぜひこの機会に受診しましょう！！

◎対象の方には、個別に受診票を配布いたします。

※問い合わせ先　健康増進課　保健予防係

1７３－１２１１（内線１４３１・１４３２）

対象者

料　金

４０歳以上

２００円（７０歳以上は無料）

対象者

料　金

４０歳以上

無料

３９歳以下の方で自覚症状
（咳・痰など）のある方は、
早めに受診しましょう！！

４０歳以上の方で受診票の届いていない方でも受診できます

ので、詳しくは次までお尋ねください。
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お　知　ら　せ

喫煙は、がんや心臓病、また高血圧といった生
活習慣病になる危険性を高めることが指摘されていま
す。このうち、喫煙者の「がん」による死亡率は、非
喫煙者と比べてどの程度高くなるでしょうか？
１　１.５倍
２　３倍
３　６倍

正解　１
非喫煙者に比べて喫煙者のがんによる死亡の危険性は、

男性が１.７倍、女性が１.３倍になることが、厚生労働省の
調査により明らかになっています。特に、男性の肺がんに
よる死亡の危険性は、非喫煙者と比べて４.５倍にも高まり、
次いで「喉頭・咽頭がん」「食道がん」など、たばこの煙に
さらされやすい部位で多く発症するという結果が出ていま
す。
また、たばこに含まれるニコチンは、心拍数を増加させ

たり、血管を収縮させ、一酸化炭素は、体内の中性脂肪や
悪玉コレステロールを増加させます。これらの有害な物質
は肥満や高血圧、動脈硬化などをもたらし、心筋梗塞やク
モ膜下出血などの原因ともなります。

生活情報生活情報 たばこと健康

阿久根市在宅介護支援センター「こすもす」が

次のとおり移転しました。高齢者等の介護や介護

予防に関する相談は、今までどおり２４時間体制

で受け付けますので、お気軽にご相談ください。

※新住所・問い合わせ先

阿久根市赤瀬川２７３０番地

昂和会高齢者ケアセンター内

阿久根市在宅介護支援センター「こすもす」

1７３－１９３３

※ひまわりクラブは、相談のある方を対象にしています。［申し込みは、保健予防係まで173－1211（内線1431）〕

６／３（金） たまごクラブ（０～１歳児サークル）……農村環境改善センター/牧内
６／17（金） こっこクラブ（２歳児以上サークル）……農村環境改善センター/牧内

６／20（月） 西目地区集会施設　

６／22（水） 15時から17時　　脇本保育園

毎週（金） みなみ保育園
毎週（土） みどりが丘保育園〔第３土曜日はお父さんもご一緒にどうぞ〕

※参加は申込制になっていますので、下記の支援センターに前日までにお申し込みください。

日時 場　　　　所サ ー ク ル 名 日時 場　　　　所サ ー ク ル 名
こ あ ら サ ー ク ル
ら っ こ サ ー ク ル
い る か サ ー ク ル
どんぐりサークル
ひ ま わ り ク ラ ブ
ら っ こ サ ー ク ル
カンガルーサークル
か も め サ ー ク ル
カンガルーサークル

脇 本 保 育 園
み な み 保 育 園
大 川 児 童 館
鶴 川 内 集 会 施 設
保 健 セ ン タ ー
み な み 保 育 園
農村環境改善センター/牧内
鶴 川 内 児 童 館
農村環境改善センター/牧内

１日d

２日e

７日c

〃
８日d

９日e

10日f

14日c

〃

諏 訪 団 地 教 室
こ あ ら サ ー ク ル
ら っ こ サ ー ク ル
どんぐりサークル
カンガルーサークル
ら っ こ サ ー ク ル
カンガルーサークル
か も め サ ー ク ル
こ ぐ ま サ ー ク ル
ら っ こ サ ー ク ル

諏 訪 団 地
脇 本 保 育 園
み な み 保 育 園
鶴 川 内 集 会 施 設
農村環境改善センター/牧内
み な み 保 育 園
農村環境改善センター/牧内
鶴 川 内 児 童 館
保 健 セ ン タ ー
み な み 保 育 園

15日d

〃
16日e

21日c

22日d

23日e

24日f

28日c

〃
30日e

阿久根市在宅介護支援センター
「こすもす」が移転しました
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消 費 生 活 講 座（<138）
悪徳商法から身を守りましょう！

不当に高額な商品を売り

つけたり、お金をだまし取

ったりする悪質商法は意外

と身近にある問題です。

悪質業者はあなたの心のすき間を狙って言葉巧みに近

づいてきます。

表向きの顔は「いい人」を演じ、今すぐ必要ないもの

を必要と思わせて契約をせまります。いくら自分が注意

していても、絶対にだまされないぞと思っていても最終

的には契約をしてしまうというのが実情です。業者は

「語り」のプロで消費者の心理をよく知っておりあの手

この手で接してきます。

被害にあわないためには、知らない人が訪ねてきた時

は家に入り込ませない、長話をしないことです。要件は

何かを聞き必要ないと判断した時は「いらない」とき然

とした態度をとることが一番大事なことです。

※おかしいな、困ったなと思ったら水産商工観光課

消費生活相談窓口へ問い合わせください。

1７３－１２１１（内線１１１２）

これまで、所得の少ない若者が、所得の高い世帯主

（親など）と同居している場合、保険料免除の対象となら

ない場合がありました。

そのため、３０歳未満の若者については、世帯主の所

得に関わらず、本人および配偶者の所得に応じて保険料

の納付を猶予する「若年者納付猶予制度」が新設されま

した。

◇３０歳未満（学生を除く）の第１号被保険者

◎学生の方は学生納付特例の申請をすることになります。

◇本人および配偶者の所得が５７万円程度

（収入ベースで１２２万円程度）

◎本人に扶養家族がいる場合、世帯によってはこのとお

りでない場合もあります。

※問い合わせ先

川内社会保険事務所　　　10996－22－5276（代表）

市民環境課　国民年金係　173－1211（内線1423）

対象者

対象となる所得（収入）の目安

お　知　ら　せ

期日：
６月３日f～６月16日e

※６月５日a14時～
「おりがみ教室」開催

ノ
ン
タ
ン
の
り
も
の
だ
い
す
き
！

キ
ヨ
ノ
　
サ
チ
コ
︵
偕
成
社
︶

さ
わ
っ
て
も
破
れ
な
い
、
軽
く
て

ふ
わ
ふ
わ
、
あ
か
ち
ゃ
ん
に
最
適

の
布
絵
本
。

て
ん
て
ん
て
ん

わ
か
や
ま

し
ず
こ︵
福
音
館
書
店
︶

ぐ
る
ぐ
る
ぐ
る
　
ひ
ら
ひ
ら
ひ
ら

ぽ
っ
ぽ
っ
ぽ
っ
　
こ
の
昆
虫
は
な

ん
で
し
ょ
う
。
く
り
か
え
し
言
葉

が
た
の
し
い
厚
紙
絵
本
。

こ
ぶ
し
の
上
の
ダ
ル
マ

南
木
　
佳
士
︵
文
芸
春
秋
︶

魂
の
再
生
を
静
か
に
描
い
て

深
い
感
動
を
呼
ぶ
連
作
小
説
集
。

８
篇
を
収
録
。

み
み
ず
く
の
夜
メ
ー
ル
　
２

五
木
寛
之
︵
朝
日
新
聞
社
︶

笑
う
、
考
え
る
、
涙
ぐ
む
。
新
聞

に
連
載
さ
れ
た
五
木
流
ユ
ー
モ
ア

エ
ッ
セ
イ
。

国際ソロプチミスト出水様と本市在住の吉瀬千賀子様から書籍の寄贈

がありました。その寄贈図書と今月の新着図書の一部を紹介します。

（寄贈図書）

（新着図書）

※図書館のご利用について

¡開館時間　９時～19時

¡休　館　日　毎週月曜日

¡登録・貸出し無料



※
敬
称
略

出
　
生
　
児
　
保
護
者
︵
区
　
名
︶

森
田
　
　
凛り

ん

健
　
︵
新
　
町
︶

飛
松
　
采あ

や

奈な

幸
　
介
︵
上
　
野
︶

入
尾
野
千ち

晴は
る

康
　
昭
︵
新
　
町
︶

濱
h

巧た
く

海み

太
　
志
︵
高
之
口
︶

都
津
川
愛あ

い

梨り

正
　
幸
︵
高
　
松
︶

※
敬
称
略

死
　
亡
　
者
年齢
︵
区
　
名
︶

新
町
　
ク
ミ
83
︵
新
　
町
︶
幸
　
治

花
木
　
幹
雄
56
︵
的
　
場
︶
や
す
み

廣
森
　
美
榮
75
︵
新
　
町
︶
静
　
夫

山
平
　
静
雄
78
︵
小
　
漉
︶
フ
イ
ノ

八
田
　
節
　
77
︵
新
　
町
︶
直
　
人

大
漉
　
　
　
67
︵
大
　
漉
︶
イ
ワ
ヱ

東
　
ノ
ブ
コ
84
︵

段
　
︶
顕
　
司

石
澤
菊
次
郎
84
︵
小
　
漉
︶
ヒ
　
ロ

倉
津
　
健
三
61
︵
倉
　
津
︶
榮
　
子

末
吉
　
常
雄
90
︵
遠
　
矢
︶
ツ
ル
マ
ツ

平
田
陽よ

う

太た

郎ろ
う

修
一
郎
︵
中
屋
敷
︶

肱
黒
　
志し

祐ゆ
う

康
　
成
︵
牧
　
内
︶

尾
h

亮
り
ょ
う

星せ
い

修
　
︵
牧
　
内
︶

倉
津
　
孝
介

こ
う
す
け

和
　
孝
︵
新
　
町
︶

新
枦
　
安
衛
79
︵
槝
之
浦
西
︶
徳
　
己

吉
村
　
龍
夫
79
︵
新
　
町
︶
幸
　
子

奥
平
　
藤
　
71
︵
尻
無
下
︶
利
　
満

河
南
貞
一
郎
71
︵

町
　
︶
和
　
子

神
之
田
ミ
ヨ
91
︵
古
　
里
︶
愛
　
助

今
村
　
傳
吉
91
︵
羽
　
田
︶
一
　
郎

青
木
　
正
夫
85
︵
折
口
東
︶
フ
ク
ヱ

川
畑
　
政
春
75
︵
川
畑
中
︶
ミ
サ
子

斉
藤
ア
イ
子
80
︵
上
　
野
︶
健
　
治
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わ
が
町
の
活
性
化
を
と
九
面
太
鼓
を
女
子

を
み
な
ご

叩
く
天
に
と
ど
け
と
　
　
　
　
　
新
　
町
　
遠
矢
　
律

久
々
に
逢
ひ
た
る
翁
元
気
な
り
話
題
の
多
き
を
楽
し
み
て
き
く
　
　
　
　
　
上
　
野
　
河
南
誠
一
郎

山
峡
の
水
ぬ
る
み
し
か
溝
川
に
芽
生
え
し
芹
の
さ
み
ど
り
の
見
ゆ
　
　
　
　
折
　
口
　
白
浜
　
ノ
ブ

会
は
ぬ
ま
ま
互
ひ
に
老
い
て
五
十
年
訪
ひ
来
し
従
姉

い

と

こ

に
赤
飯
を
炊
く
　
　
　
上
　
野
　
亀
澤
　
笑
子

初
蝶
の
飛
び
た
つ
風
の
す
が
す
が
し
光
を
ゆ
ら
す
小
手
毬
の
花
　
　
　
　
　
脇
　
本
　
宮
原
　
範
子

春
と
な
り
人
も
桜
も
待
ち
わ
び
ぬ
開
花
の
時
を
今
か
い
ま
か
と
　
　
　
　
　
脇
　
本
　
渡
瀬
　
栄
子

赤
き
服
総
立
ち
と
な
る
甲
子
園
神
村
ピ
ン
チ
九
回
の
裏
　
　
　
　
　
　
　
　
新
　
町
　
玉
川
　
慶
子

血
液
の
検
査
の
結
果
異
常
な
し
医
師
の
言
葉
に
胸
の
は
れ
ゆ
く
　
　
　
　
　
脇
　
本
　
赤
崎
　
タ
エ

菜
の
花
の
美は

し
き
畑
ひ
く
里
山
に
春
告
鳥

は
る
つ
げ
ど
り

の
声
の
き
こ
ゆ
る
　
　
　
　
　
　
琴
　
平
　
川
畑
　
ス
ミ
　

わ
た
く
し
が
咲
け
ば
確
か
な
春
で
す
と
庭
の
花
桃
ほ
こ
ろ
び
は
じ
む
　
　
　
折
　
口
　
別
府
　
義
明

５月１日現在（ ）は前月比

人　口　 2 5 , 7 3 2人（＋ 0 7 7人）

男　　 1 1 , 9 5 5人（＋ 0 3 7人）

女　　 1 3 , 7 7 7人（＋ 0 4 0人）

世帯数　10,873世帯（＋71世帯）

出　生0012人　　死　亡0022人

転　入0184人　　転　出0097人

わたくしたちは、豊かな黒潮に洗われ、ま
ろやかな文旦をはぐくむ美しい自然と、誇
り高い歴史をもつ郷土阿久根を、更に発展
させるために、市民の規範として、ここに
憲章を定めます。

１．お互いにあいさつをかわし　みんなに
親切をつくします。

１．時間ときまりを守り　住みよいまちを
つくります

１．花やみどりを育て　きれいな郷土をつ
くります

１．すすんで教養を高め　文化のまちをつ
くります

１．元気で働き　明るい家庭　豊かなまち
をつくります。

健
や
か
な
成
長
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

う
ぶ
ご
え

ご
め
い
福
をお

祈
り
い
た
し
ま
す
。

※
﹁
う
ぶ
ご
え
﹂
﹁
お
く
や
み
﹂
記
事
は
、
掲
載
へ
の
同
意
が
確
認
さ
れ
た
方

の
み
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

うぶごえ　おくやみ他
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◇趣味は何ですか・・・
ドライブと旅行が好きで、最近では別府に行ってきま
した。温泉がとても気持ちよかったです。

◇性格を自己分析してください・・・
明るくて、楽しい！？

◇将来の夢は・・・
患者さんに信頼される一人前の看護師になることです。

◇阿久根について一言・・・
きれいな海や山などの豊かな自然を大切にしつつ、若
い人が集まる娯楽施設を増やしてほしいです。

次は、牛之浜　洋仁くん（波留区）あなたの番です。

中
村
真
之
介
く
ん
¡9

（
射
手
座
・
AB
型
　
遠
矢
区
）

¡編集／発行　阿久根市総務課秘書広報係
〒899-1696 鹿児島県阿久根市鶴見町200番地　1（0996）73-1211

¡阿久根市ホームページ　URL＝http://www.city.akune.kagoshima.jp/

私たち「ももいろうさぎ」は、
毎週水曜日の午前10時から正午
まで働く婦人の家で、先生の指
導のもと、ちりめん細工を習っ
ています。
ちりめん細工は、皆とおしゃ

べりを楽しみながら作ることが
でき、かわいらしい作品が完成した時は格別です。
こんな私たちと一緒に、ちりめん細工を作ってみませ

んか？
いつでも新しい仲間を歓迎しますので、気軽に見にき

てください。

働く婦人の家　育成グループ

─　ももいろうさぎ（ちりめん細工）─

◇日時　　６月１日（水）７時～９時

◇種類　　ポリエチレンフィルム（マルチ等）のみ

◇場所　　・ＪＡ三笠Ａコープ隣広場

・市民会館前広場

※問い合わせ先

農政課　農政管理係　1７３－１２１１（内線１１３７）真白な梨の花への受粉作業（桐野地区）

先
日
、﹁
広
報
あ
く
ね
﹂
700
号
の
特

集
を
作
成
す
る
た
め
に
、
過
去
の
広

報
写
真
や
広
報
誌
を
整
理
し
ま
し
た
。

そ
の
中
に
は
、
現
在
と
大
き
く
様

変
わ
り
し
て
い
る
景
色
や
黒
煙
を
あ

げ
て
走
る
Ｓ
Ｌ
機
関
車
、
農
作
業
風

景
な
ど
の
貴
重
な
写
真
が
多
数
あ
り

ま
し
た
。

当
時
を
知
ら
な
い
私
に
は
、
こ
れ

ら
の
写
真
が
新
鮮
に
映
る
と
と
も
に
、

現
在
ま
で
の
阿
久
根
市
の
発
展
と
歴

史
も
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
、
広
報
写
真
が
、
そ
の
時
の

行
事
や
風
景
な
ど
を
記
す
貴
重
な
記

録
写
真
と
な
る
こ
と
に
改
め
て
気
付

か
さ
れ
ま
し
た
。
広
報
担
当
、
２
年

目
の
今
年
。
い
ま
の
阿
久
根
を
１
枚

で
も
多
く
写
し
て
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

︵
角
島
︶


